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一、さしあげんと申た脇ざしハ、まだ大坂の使がかへり不レ申故、わかり不レ申。

一、御もたせの短刀はさしあげ
んと申た私のよりは、よ程よろしく候。但し中心（なかご）の
銘及形。

　是ハまさしくたしかなるものなり。然るに大坂より刀とぎかへり候時ハ、見せ申候。

一、小弟の長脇ざし御らん被レ成度とのこと、ごらんニ入レ候。


十三日謹言。

陸奥老台自然堂　拝
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